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事業名 障がい者の生涯学習推進 ～共に学び ひろがる世界～

事業の趣旨・目的
障がいの有無にかかわらず、だれもが共に学び生きる共生社会の実
現に向け、以下のことに取り組む。

・障がい者の生涯学習の機会確保を図る。
・県民の障がい者の生涯学習に対する理解促進を図る。

別添1-2（別紙１） 取組概要  地域コンソーシアムによる障害者の生涯学習支援体制の構築

事業実施体制・連携先

事業内容
Ⅰ 連携体制の構築（コンソーシアムの形成）
○ 関係機関・団体による「コンソーシアム連携協議会」を定期的に開催、事業推進に向けた連携を強化（R8年7月、8月、1１月、R9年2月に開催予定）

Ⅱ 生涯学習プログラムの実践と研究
○ 多様な主体によるプログラム実施
・ 市町村と連携し、障がい当事者のニーズに応じた生涯学習プログラムを実施
・ 障がい当事者の企画段階からの参加等により、ニーズに即した講座を提供

○ 特別支援学校での学習意欲向上支援（県内特別支援学校（取組推進校））
Ⅲ 共生コンファレンスの開催
○ 市町村担当者、特別支援学校教職員、障がい者の生涯学習実践者、一般県民等を対象とした「ひなたのつどい（共生コンファレンス）」を開催
・ 障がい者の生涯学習への理解促進（R9年1月１６日（土）開催予定）
・ 基調講演、取組発表、関係者間での対話、当事者・市町村公民館講座担当等の登壇による発表、体験ブースや交流等

Ⅳ 学習情報の一元化
○ ポータルサイトを作成し、市町村やNPOなどが実施する障がい者向け学習情報を集約して、広く提供する仕組みを構築

Ⅴ 読書バリアフリーの推進
○ 職員向けスキルアップ研修
・ 図書館職員や学校職員を対象に、読書バリアフリーに関するスキルアップ研修を実施

事業終了後の目指す方向性

宮崎県（所在地：宮崎県）

【コンソーシアム連携協議会構成員】
大学、専修学校、特別支援学校、PTA、社会福祉協議会、自立支援協議会、
企業、当事者団体、家族団体､支援団体､市町村教委､県障がい福祉課

【コンソーシアム連携協議会の特色】
今後の事業展開を見据え、県内を３地区に分けて地区別に協議を実施

○ 生涯学習プログラムの実施と県内２６市町村への情報共有により、障がい者の
生涯学習の機会が増加し、内容が充実する。

○ ポータルサイトから障がい者や家族が情報を得やすくなることで、生涯学習の
場へ参加しやすくなる。

○ コンソーシアム連携協議会による繋がりをいかした３地区の自走が始まる。

宮崎県教育庁生涯学習課HP「みやざき学び応援ネット」

https://www.sun.pref.miyazaki.lg.jp
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